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研究分担者： 康勝好  

埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科科長 

  

A. 研究目的 

国立成育医療研究センターに長期フォロ

ーアップセンターを設立し、情報収集・

発信の基盤となるオンラインネットワー

クを構築することにあり、そのための第

1 歩として、TCCSG におけるコホート

研究を実施して、課題を抽出する。 

 

B. 研究方法 

東京小児がん研究グループ（TCCSG）

と共同で TCCSG 参加施設や協力施設で

治療を受けた小児がん経験者を対象とし

てコホート研究を実施し、本研究で構築

する CCS フォローアップシステムを適

用する。これによってシステムの問題点

を抽出して改善するとともに、長期フォ

ローアップの対象を JCCG 登録患者と

して全国規模に拡大し、JCCG の長期フ

ォローアップ委員会や各種の疾患委員会

との連携で、長期フォローアップ関連の

研究を実施する。さらには CCS の問題

点の把握や改善のため、海外のコホート

の在り方を調査・検討し、CCS の加齢

変化との比較追跡対象としてのきょうだ

いコホートの作成の可能性等、今後必要

な調査の拡充についても検討する。 

（倫理面への配慮） 

 施設を通して患者登録を行う場合

は、施設の倫理員会の承認を得たのち

に、文書で患者及び家族の同意を得

る。施設を介さず直接 Web 登録を行う

場合には、患者及び家族の自発的な意

志で研究に同意していただき登録を行

っていただく。 

研究要旨 

全国研究に向けたパイロット研究として東京小児がん研究グループ

（TCCSG）と共同で TCCSG 参加施設や協力施設で治療を受けた小児がん経験

者を対象としてコホート研究を開始した。研究代表者施設である国立成育医療研

究センター倫理委員会において研究計画書の改訂承認を得たのちに、TCCSG 参

加施設のうち 10 施設で倫理委員会の承認を得て症例登録が可能となった。また

施設を介さない患者からの web 登録も可能になり、51 名の登録があった。今後

の全国展開に向けて、TCCSG における研究が開始されたことは大きな成果であ

る。 



- 38 - 

 

 

C. 研究結果 

TCCSG 参加施設や協力施設で治療を受

けた小児がん経験者を対象としてコホー

ト研究を開始した。研究代表者施設であ

る国立成育医療研究センター倫理委員会

において研究計画書の改訂承認を得たの

ちに、TCCSG 参加施設のうち 10 施設

で倫理委員会の承認を得て症例登録が可

能となった。また施設を介さない患者か

らの web 登録も可能になり、51 名の登

録があった。 

 

D. 考察 

今回のシステムで実際に症例登録が可能

になり、今後の全国展開に向け TCCSG

における研究が開始されたことは大きな

成果である。 

 

E. 結論 

今後の全国展開に向けて、TCCSGにおけ

るコホート研究が開始され、大きな成果

を得た。 
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